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こんにちは、佐賀県武雄市からやってき

ました。宮元篤紀といいます。 
まずは全国暴力追放運動中央大会の開催、

そして各賞を受賞された皆様方、本当にお

めでとうございます。心からお喜びを申し

上げます。 
本日はお招き頂き、皆さんとお話をさせ

ていただくことをとても光栄に思っていま

す。こんなに大勢の方の前で話をするのは

初めてで、とてつもなく緊張しております。

一生懸命お話ししますので、どうぞ宜しく

お願いします。 
 

◆ 人違いの理由 
まず、あまり報道されていない事で、以

前からの知り合いからも、新しく知り合っ

た方からも、一番に質問される事からお話

しをさせていただきます。 
それは、「どうして人違いをされることに

なったの？」ということです。 
夫は趣味でラグビーをしておりました。

そのラグビーの試合でアキレス腱を切り、

亡くなった病院に入院することになりまし

た。怪我をした日が日曜日ということで、

一旦は応急処置を別の病院で受けましたが、

事件のあった病院に一年程前に半月板の手

術で入院しておりまして、病院スタッフと

の人間関係が出来ていたり、病院がとても

キレイな病院で、入院する病室全室が個室

でプライバシーが護られるという理由でそ 

 
の病院に決めたようです。この入院中、夫 
は 3 回部屋を代わって居ます。 
まず手術の術後観察をするために、ナー

スステーションの目の前の部屋に入ってい

ったのですが、手術が無事に終わり、術後

の経過も良好という事で、「食事のケアが必

要なおばあちゃんをその病室に入れたいの

で部屋を移って欲しい」ということでした。

「今は普通の病室は空いていないので一番

奥にある特別室だけが空いているからそこ

にお願いしたい」と、病院から提案があり

ました。 
その部屋はエレベーターまで一番遠い部

屋で、夫にとって松葉杖でエレベーターま

で動くのは大変な事でした。ですが、特別

室に入れるなんて滅多にない事なので、リ

ハビリにもなるだろうし「良いですよ！」

と、承諾していました。特別室は、普通の

二倍ほど広く、お風呂がついていましたが、

料金は一般病室と変わらないのでお風呂は

鍵で閉められていました。その広い部屋で

わりと長い時間過ごしていたのですが、あ

る日、交通事故で暴力団関係者が入院して

きました。私には暴力団関係者だと、すぐ

には分らなかったのですが、夫から 
「あの人は、暴力団だから、子供とかが

ぶつかったりして、トラブルにならな

いように気をつけてあげて」 
と言われて、暴力団関係者なのだと知りま

した。 



暴力団関係者が入院してきてしばらく経

ったときに、病院から「特別室を希望され

ている方が居るので、部屋を変わってくれ

ないだろうか？」と、提案がありました。 
普通料金で特別室に居るので、代われと

言われれば代わるのは当然の事で、特別室

から事件のあった部屋へ、暴力団関係者と

部屋をチェンジする形で夫は移ることにな

りました。 
入院中に部屋を変わり過ぎだと思う方も

いらっしゃるでしょうが、他の病院に勤め

ている友人に聞いてみても、整形外科は怪

我の治り具合とか年齢によって、患者の部

屋を移動させることはそう珍しいことでも

無いそうです。病室に、名前札が無かった

とか、誰でも入院している部屋へ入れると

いう、セキュリティーがどうだとか、報道

では色々ありましたが、まさか、こんな事

があるとは病院関係者も想像が出来なかっ

た事でしょうから、病院のせいだったと言

うつもりはありません。ただ今後は、病院

に二度と同じような事件が起こらないよう

に、簡単に病室に無関係の人が入れないよ

う、なお一層にセキュリティーを高める努

力していただけたらそれで良いと思います。 
後々の裁判で知ったのですが、夫は亡く

なる直前まで、他の入院患者さんと玄関前

でタバコを吸っていたそうです。そして、

一緒に居た患者さんとは別に、一人で玄関

前を後にし、エレベーターに乗り部屋に帰

っていました。それは、犯人が部屋に来る

約 1 分前の事でした。こうして夫は、まる

で色々なことが重ならないとそういう事件

に遭わない訳なのですが、大きなからくり

仕掛けの上にのせられたように、まるでそ

の日、その時間にその部屋に呼び寄せられ

るように部屋に運ばれて、事件に遭ってし

まうのです。 
「なぜ彼でなければいけなかったの

か？」とか、「どうしてたまたまその部屋に

いただけでこういう目に遭うのか？」とか、

色々想いあぐねた日々もあったのですが、

今は、きっとあの日が彼の天命だったのだ

と思っています。 
 
◆事件発生 
事件の日、私の携帯が朝から何度か鳴り

ました。丁度、身支度をしていた私は、こ

んな時間に電話をかけてくるのは夫が病院

に何かを持ってきて欲しいという電話以外

にないと思い、身支度が終わってからかけ

直すつもりでそのまま身支度を続けました。 
そうすると、今度は家の電話が鳴り始め

ました。病室から夫が家にまで電話してく

ることは珍しかったので、「なんのそんなに

急ぎの用事？」と思っていたら、お姑さん

が電話に対応する声が聞こえてきたので、

私に対する急ぎの用事だったら言いに来る

だろうと身支度を続け、全部整えた状態で

居間に戻るのですが、そこで見たお姑さん

は、ひどく狼狽して電話の前にたたずんで

いました。 
私をみつけると「洋が撃たれた！すぐ病

院に来てって！！」と叫びました。私は、

撃たれたという言葉の意味がわからなくて、

「撃たれたってどういうこと？なんで？」

と、聞き直しましたが、「そんなことわから

ん！とにかく早く病院に行って！！」と返

されました。 
私はあまりにも混乱して、どうして良い

のかも、何を持っていけば良いのかも分ら

ないまま、慌てて私は上着を羽織ることも



忘れ、車に飛び乗って病院へ向かいました。 
移動中、携帯に再度かかってきた病院か

らの電話で、お姑さんから聞いたことと同

じ事を言われ、「撃たれたってどういうこと

ですか？意識はあるんですよね？」と、確

認したら、 
「自分もすぐに、警察から病院の外に出さ

れて宮元さんに連絡しているので詳しいこ

とは全然わかりません、とにかく早く病院

に来て下さい！」と、せっぱ詰まった声で

言われました。 
車を運転しながら、色んな事を考えまし

た。暴力団関係者が入院していた事も知っ

ていました。抗争が発生している事もニュ

ースで知っていました。しかし、こんなこ

とになるなんて想像することができません

でした。まさか、夫が死ぬわけが無いと信

じていましたので、例えば、その暴力団関

係者の抗争のからみで、病院のロビーか何

かで銃の乱射みたいなものがあって、その

流れ弾が、偶々足に当たったとかそういう

ことかな？ せっかくもうすぐ退院だけど、

また入院が延びるのかな？というよう

に・・・まさか、夫だけが被害者であると

か、まさか、夫の命が亡くなっているなん

て、そんなことは全く考えていませんでし

た。 
いったい何がどういうことなのかも分ら

ずに車を走らせ病院が見えたのですが、い

つもすんなり入れる駐車場の入り口は黄色

いテープが張られていて、中に入ることが

出来ませんでした。どうしていいのか分か

らず入り口でもたもたしていると、警察官

が寄ってきたので、「入院患者の家族です

が」と告げると「篤紀さんですか？」と、

確認されました。  

私は、どうしてその人が自分の名前を知

っているのかを考えてゾッとしました。「ハ

イ」と返事すると、警官が「被害者の奥さ

んが到着されました！」と叫びました。一

斉に病院関係者、警察官が、私の元に集ま

ってきました。私ひとりが来ることを待た

れていたことをそこで知りました。 
まさか、夫だけが撃たれたの？  
もし、そうだとしたらどこで？ 
早く無事を確認しなくちゃいけな

い・・・・。 
不安で一杯になる私は、傍にいる看護婦

さんに「意識はあるんですよね？」と、訪

ねました。「何もわかりません」と看護婦さ

んは答えるのですが、明らかに何も知らな

い顔じゃありませんでした。 
それじゃあ、「どこで撃たれたのか、それ

は知ってるでしょう？」と言うと、しばら

く沈黙が続きました。私は、看護婦さんに、

「どこで撃たれたか教えてほしい！！」と

強い口調で詰め寄りました。看護婦さんは

「病室で・・・」と私から目をそらし、か

細い声で答えました。小さな声でしたが、

私にはハッキリ聞こえました。何度も通っ

た病院です。 
その狭い病室に逃げ場など無かったこと、

そして、明らかに夫を標的に銃弾を放った

ことだとしたら、もう命なんかあるわけな

いこと・・。  
私は、一瞬で夫がもうこの世に存在しな

いことを想像して、怖くなり足がガクガク

と震え始めました。「大丈夫ですか？」と問

いかけるその看護婦さんに、もう一度「ね

え、意識はあると？」と聞き返すと、「蘇生

はしたけど・・・」という返事が返ってき

ました。 



私は、その看護婦さんの両肩を掴むと、

「蘇生はしたけどって事は、もう１回は死

んだって事でしょう？」と大きく揺さぶり

ました。 
 その看護婦さんが悪い訳じゃないことは

分っていたのですが、夫が亡くなったこと

を知った私は、その怒りや悲しみを目の前

の看護婦さんにぶつけるしかありませんで

した。 
病院に入ると、体の大きな作業着の刑事

さんが待っていて「奥さん、しっかり落ち

着いて聞いてください。あなたの旦那さん

は、午前 8 時 20 分、二階の病室で亡くなっ

ています。本人確認をして貰わないといけ

ないから、上の準備が終わったら自分に着

いてきて下さい。準備ができるまでは、こ

こで待っていて欲しい。」と夫が亡くなった

ことを正式に聞かされました。 
私は、嘘でしょう？と言う気持ちが頭の

中でグルグルと回り、身体は魂の抜けたよ

うな状態で力が入らず、ただ、薄暗く、寒

い部屋で冷たいパイプ椅子に座って居まし

た。 
次々と連絡を受けて、集まってくる親族。

報道されて知ったのか、知り合いからの鳴

り続ける携帯電話に何も構わず、ただ、本

人確認をするという役目をその部屋で待っ

ていました。その後、意識が朦朧としたま

ま、本人確認のため、さきほどの看護婦さ

んに背中を支えられて見慣れた白い廊下を

刑事さんの後をついて歩きました。 
廊下には、他の入院患者さんが集まって

いて、固唾をのんでこちらを見守っていま

した。途中、みんなが集まる食堂の前で、

夫と仲良かった車椅子の患者さんが半狂乱

になって叫んでいる姿がみえました。それ

も呆然と見ながら、人と人の間に伸びてい

る足跡が付かないようにと作られた薄いフ

ィルムの黒い道を、夫の病室までゆっくり

と歩きました。何も考えられませんでした。 
部屋が近づき、ベッドの横に夫がいる姿

が見えました、それは確かに夫で、まるで

寝ているようにみえました。火薬の臭いが

鼻の奥まで届き、物々しく開かれた洗面所

のドア、床には綿埃のようなものがフワフ

ワ落ちているのが見えました。 
鑑識の人が何人も作業をしている姿があ

り、私が来たことに気付くと手を止め、こ

ちらを見守っています。いつもの病室と全

く様子が違いました。「本人に間違いない

ね」と刑事さんに聞かれ 「ハイ」と答え

た後、私の記憶がいったん飛んでいます。

気が付くとその場所で車椅子に乗っていま

した。 
 短い間だったと思いますが、後で 「聞い

たことのない様な大きな悲鳴を聴いた。あ

れは奥さんの声だったと思う。」という他の

入院患者さんからの証言を聞きました。  
気が付くと同時に、刑事さんから「奥さ

ん、しっかりせんといかん！犯人を捕まえ

ないといかん！だけど、旦那さんはもう喋

ることが出来んけん、代わりに奥さんに捜

査に協力してもらわんといかん。それから、

本当に申し訳ないけど、ここから先には奥

さんにも入って貰うわけにいかん。どうか

わかって欲しい」と言われました。 
私達の家族は誰一人、亡くなった夫の傍

に近寄ることすら許されませんでした。し

かし、何か感覚とかが麻痺したような感じ

に私自身はなっていて、「そうなんですね」

と言うだけでした。 
警察の方の「犯人を捕まえるために、捜



査に協力して欲しい。」という言葉で、捜査

がキチンと終わって私達が会える時がくる

まで、警察にしっかり協力しながら待とう、

と決め「私はもう大丈夫です。犯人を必ず

捕まえてください。捜査には出来る限り協

力します」と言って車椅子を降りました。 
病院の中に臨時で作られたであろう、警察

の事情聴取が行われている部屋に入ると、

親族みんながそこに集まっていました。ブ

ラインド越しに見た景色は、さっき私が入

ってきた入り口に沢山のカメラ、マイクを

持ったマスコミの方で一杯でした。空には

バタバタと大きな音を立ててヘリコプター

も飛んでいました。見下ろした駐車場には

屋根に数字が入ったパトカーが無造作に何

台も止まっていました。一体何が起こって

しまったのか、どれだけ大きい事件に巻き

込まれたのか、その時はまだわかっていま

せんでした。 
隣では、お姑さんの事情聴取が始まって

いて、夫の交友関係でトラブルが無かった

か、借金は無かったか？などの質問がなさ

れていました。 
 お姑さんは、「そんなものあるわけない。

洋は死んだのに、どうしてそんなこと聞か

れないといけないの？」と憤って答えてい

ました。それでも犯人を捕まえるためには

絶対確認しないといけないことだからと、

半ば喧嘩のような感じで説明を受けたお姑

さんは、「本当に自分が代わってあげたい」

と涙を流した後、背筋をしゃんと伸ばして

「洋は、交友関係でトラブルなんかありま

せん、借金も無いはずです。洋は、自慢の

息子でした。」と答えていました。  
思うのですが、私達夫婦は、どちらが先

に死んでもおかしくないです。それに、ま

だ私は親を亡くしたことはありませんが、

子供にとって親が先に死ぬことはおかしい

ことではありません。だけど、我が子を自

分より先に亡くすと言うことは順番が違い

ます。しかも、こういった形で一人息子を

亡くすことになったお姑さんの気持ちがど

れだけの深い悲しみと絶望の闇の中だった

かを考えると胸が苦しくなります。 
それぞれの身内が昼過ぎまで事情聴取が

ありました。そして私だけが事情聴取が残

っておりましたが、お姑さんも、ここにい

てもどうせ洋に会えないなら、家に帰って

お葬式の準備をする、と言って、まだ事情

聴取の残っている私をおいて親戚と共に家

に帰っていきました。          
わが子のお葬式の準備する気持ちがどん

なものだったのか、想像するだけで悲しく

なります。その後もしばらくは、お姑さん

は洗濯物を干すたびに「あーもう、洋はお

らんとね・・・」と心細げに何度も呟いて

いました。 
私は事情聴取を受けながら、ずっと子供

たちのことが気になっていました。どんな

形で事件を知ることになるのだろうと心配

でした。どう考えても 10 歳やそこらで、あ

なたのお父さん、撃たれて死んだよ、と言

われて理解出来るわけありません。ですが

私の事情聴取がたいそう長い時間がかかる

と聞き、すぐに彼らの傍にいくことができ

ませんでした。私は事情聴取の始まる前に

学校に電話をかけました。「事件のことは、

私が直接子供たちに話します。今、彼らが

急いで家に帰っても、家には誰もおりませ

んし、夫にも司法解剖が終わるまで会えま

せん。彼らにとって、普通に、当たり前に

過ごせる最後の日が今日でしょうから、今



日一日、何も告げずに、学校生活を普通に

過ごさせてあげて下さい。子供たちは、誰

かが迎えに行きますのでそれまでは学校に

引き止めておいてください」と伝えました。 
長男の担任の先生は女性ですが、ショッ

クで涙が止まらず、泣き顔で教室に行けば、

子供たちに悟られてしまうんじゃないか？

と思い、代役を立てて対応してもらい、ご

本人は保健室で過ごされたそうです。学校

では全校集会が開かれ、又、全クラスの窓

が閉められて集団下校となりましたが、被

害者が父親だと子供達に最後まで知られる

ことがないまま、私と学校との約束は守ら

れました。 
その日の私の捜査がすべて終わったのは

夕方四時過ぎでした。 
警察の方から、「今からちょうど、ご主人

が司法解剖に向かう前で武雄署に遺体を安

置しています。10 分位だったら奥さんに会

ってもらうことができますが、お会いにな

りますか？」と言われました。家族のみん

なには本当に申し訳ないのですが、私だけ

先に夫と会わせてもらいました。 
武雄署の裏にある広い部屋の真ん中に毛

布に包まれ、眠ったように夫は居ました。

本人を確認するとき、犯人を捕まえるため

にと病院で傍に行くことができなかったこ

とを思い出して「傍に行って触れてもいい

ですか？」と確認し、傍に行くと、夫は満

面の笑顔を浮かべていました。おそらく、

辛い表情を最後に浮かべていたら、後でみ

た家族が苦しむだろうと思い、最後の力を

振り絞って笑顔を作ったのだと思います。

夫はそういう人でした。 
あんな目に遭って死んだのに・・・「なん

で、こんなときに笑っとるとよ・・・」と、

やるせない気持ちで、涙が次々とあふれて

夫の頬に落ちました。 
涙をぬぐおうとして、そっと、顔に触れ

たとき、その肌が氷のように冷たかった。

本当に死んでしまった、血が通っていない

ってこんなに冷たくなるんだ、もう二度と

生き返らない、二度と話すこともできな

い・・・と、絶望的な気持ちになりました。

警察に言われたとおり、10 分ほどで司法解

剖に向かいました。 
私は、それから急いで家に帰りました。 

夕方５時前になったので、子供たちは私の

実家の父に頼んで迎えに行ってもらいまし

た。黒い服を着た人が一杯だったり、居る

はずのない人が集まっていたりで様子のお

かしさに長男が気づいて、実家の父に、何

があったのかを問い詰めて話を聞いていま

した。玄関に入ると、二人の子供たちは目

を真っ赤にして、手にはグローブをはめ、

ボールを持って立っていました。 
私は、「お父さんのこと聞いた？」と聞く

と、黙って頷くと、私の横をすり抜けて玄

関を出て行こうとします。 「どこに行く

の？」と手を引っ張ると、「キャッチボール

をしにいく！」と言います。「何でこんなと

きに！」と、引き止めると「黙ってここに

居ても何のためにもならないから、お父さ

んのために野球の練習をする！」と強引に

外に出ようとします。きっと、じっとして

いられなかったのだと思います。 
だけど、外はマスコミの人で一杯です。

慌てて抱き寄せると、「お母さんが今からき

ちんと説明するから二階についてきてほし

い」とお願いしました。そして二階のカー

テンを全部締め、ゆっくりとできるだけ詳

しく二人に説明しました。 



お父さんは、何も悪くないこと、だけど

間違われてしまったこと、犯人はまだ捕ま

っていないこと、拳銃で撃たれたこと、本

当に、本当に亡くなってしまったこと・・・・。

話し終えたとき、次男は、「本当にお父さん

は死んでしまったと？」と大粒の涙をこぼ

して泣きました。長男は、「怪我を治すため

に病院に居たのに、何で殺されて死なんと

いかんとよ・・・」と身体を小さくすくめ、

声を殺して泣いていました。 
私は、子ども達のこんな姿を見たくなか

った。それでも私は、力を振り絞って、「こ

れからは家族みんなで力をあわせて乗り越

えていこうね。あなたたちのことはお母さ

んが絶対に守るから」と話すと、その後は

司法解剖を終え、夜 10 時を過ぎて帰ってく

る夫を自宅に迎えるまで、二人ともおとな

しくお父さんの帰りを待っていました。 
夫が家に帰るころには、夫の友人たちも

集まって、夫の亡骸を迎え入れました。夫

がこうして家に帰るまでは、近づくことす

ら許されない状況だったので、息をしてい

ない夫を初めて見たみんなは黙って息苦し

い重い空気の中、夫の傍でただ静かに涙を

流していました。そこにいるみんなが、こ

の事件が現実に起きてしまい、そして二度

と言葉を交わすことが出来ないことを改め

て実感していました。 
皆さん全員が、その日帰ったのは深夜遅

くになりました。皆さんを見送った後、姿

の残っている夫と傍に居られるのはもうわ

ずかの時間しか許されていないんだと思い、

隣に布団を敷いて一緒に寝ることにしまし

た。横になり、そっと手を伸ばして夫の手

を捜して触れたら、氷のように冷たい手が

そこにあり、血の通っていないことを改め

て思い知りました。眠ることなく手をつな

いで横になっていると、もう遅いから先に

寝なさいと別の部屋で寝かしつけた筈の長

男が部屋に入ってきました。 
私は、「こっちにおいで」と呼ぶと、長男

は黙って私と夫の間に入り、じっとしてい

ました。お父さんの手を握ってもいいよ。

もう最後だからね。と声をかけると、夫の

布団に入り込んで寄り添うと、身体や頬を

なでながら、「お父さん、お父さん・・・」

と小さな声で泣いていました。 
そうしていると次男も部屋にきたので、

「お父さんと一緒に寝ていいよ」と声をか

け、二人は夫の冷たい身体が温まるほど長

くそばにいて、「まるで生きて返ったみたい

に温まったね」と話しながら寄り添って一

夜を過ごしました。 
一ヶ月以上も入院していた夫が、ようや

く自宅に帰ってきたので、私たち家族はで

きるだけ自宅に居させてあげたい気持ちが

あり、自宅から葬儀場に連れて行く時間を

ぎりぎりに設定しました。長男は、自宅か

ら棺を送り出すとき姿を消しました。それ

までも区切りの時にも、夫が亡くなったと

認めざるを得ない節目の時には決まったよ

うに、いつの間にかその場所から姿を消し

ました。長男を探すと、いつもひとりでベ

ッドにうずくまっていました。どうしても

納得できなかったのでしょう。 
 
◆ 犯人逮捕 
事件当日、犯人がすぐに捕まらなかった

為、私は、もう捕まる事は無いだろう、と

半分諦めて覚悟を決めていました。 
準備周到な暴力団のすることです。前々

から準備しておいた飛行機か何かで国外に



出国して逃げているだろうと思っていまし

た。 
だから何より、我が子達の事が心配だっ

た私は、姑と子ども達とで、もし、犯人が

捕まらなくても、お父さんは何も悪くない

し、気にすることは無い、早く当たり前に

私達が暮らしていくことを目標にしよう、

と話し合っていました。 
事件から約２週間経過した頃に犯人が捕

まりました。病院の防犯カメラに写った画

像を警察が公開したところ、犯人の情報が

入ってきて、捕まる事になったそうです。 
犯人が捕まった場所は、福岡県大野城市

にあるアミューズメントパークの駐車場で

した。取り押さえられたのは、うちの事件

を起こしたときに、佐賀まで運転してきた

女性と同時逮捕でした。取り押さえられた

ときに警察官ともみ合って、２発の銃弾を

撃っています。もしこれが、警察官や付近

の住民に当たっていたら・・と、考えると

背筋が凍ります。夫の事件での発砲時も、

すぐ脇は通学路であり、子ども達の通学時

間でした。窓を抜けた銃弾がその通学路の

先にある、保育所まで届いていました。自

己保身や、目的達成のためなら危険な銃弾

を平気でやみくもに撃ち放つ事が出来るな

んて、神経が私達一般人と違い過ぎます。 
犯人は、福岡県での逮捕時の発砲で別件

逮捕となったため、すぐには佐賀には来ず、

何週間か福岡で拘束され、それから年末に

かけてバタバタと、現場検証などが行われ

ました。    
福岡での事情聴取時に犯人と同乗してい

た女性には、すでに暴力団の私撰弁護人が

ついており、女性は取調中に体調を崩した

と言うことで、入院しています。そして、

とうとうその女性は知らぬ・存ぜぬを貫き

通して、使用していた覚醒剤の罪だけの起

訴となり、この事件での罪は完全に無罪と

考えています。 
 
◆ 裁判 
春頃から佐賀地方裁判所で裁判が始まり

ました。私達家族は、報道も含めて犯人の

姿を見たことがなく、手錠に繋がれ、派手

な刺繍の入ったジャージを着て、両手を手

錠で繋がれた、ふてぶてしく裁判所に入廷

して来た、目つきの悪い犯人を初めて目に

した私は、こんなヤツに殺されたんだ、と

悔しくなりました。 
裁判での証言では、深夜に何度か下見を

したけど、警備が厳しくて中まで入れず、

部屋の明かりを見て、あの部屋だと確認し

たと言っていました。高速を使って逃げな

がら、同乗してきた女性の携帯電話で何度

も組関係者と連絡を取っているのですが、

その電話での会話の内容を裁判官や検察官

になんど聴かれても「ただの世間話だった」

と答え、同乗してきた女性は、何も知らず

に佐賀に旅行に行こうと誘って運転させ、

佐賀まで来て武雄のホテルに泊まり、早朝

にチェックアウトして出かけ、現場近くの

スーパーで降ろして果物でも買っていろと

指示し、その隙に自分だけが病院に行き、

夫を殺し何事もなかったようにそのスーパ

ーに戻ると、不機嫌そうにその女性が待っ

ていて、気分が悪くなったから帰るぞ、と

言った。女性は自分の気まぐれに慣れてい

たので、別段気にすることもなく福岡に帰

ってきた、と証言しました。 
犯行に使った車は逃げた先の福岡の波止

場に、キーを差し込んだままうっかり車を



放置していたところ盗まれて、なぜか、い

つの間にかスクラップになっていた、と証

言しました。 
どれだけ作り話をつくるんだろうか？と、

私はあきれましたが、裁判でその事は、証

拠不十分でそれ以上でも、それ以下でも取

り扱われる事はありませんでした。 
犯人は罪を軽くするために最初は人違い

を認め、上っ面の謝罪をしていたのですが、

検察の誘導尋問で、私の夫は実は暴力団で

あり、人違いなんかじゃないと思っている

と言い出し、妻である私にも内緒でそうだ

った、家族も知らない顔が夫にはあるんだ、

と言い出しました。事件当日も、夫の後ろ

から階段を付いて登ってきていることに夫

が気付いて、いったんは隣の部屋に入って、

その後自分の部屋に戻ってきた、自分が部

屋に入ったとき、ドスのきいた声で自分に

威嚇してきたから間違いなく暴力団なんだ、

と有りもしないストーリーを作り上げて話

し、それは週間実話という雑誌に掲載され

ました。   
前の日まで松葉杖で歩いていた夫が、階

段を登っただなんて考えられることではな

く、実際に裁判所でみたＶＴＲでは、はっ

きりエレベーターの方に向かって歩く夫の

姿が映し出されていました。それに、隣の

部屋には当時、人がいて夫の「やめろ！ち

がう！」と説得している声を聴いた、との

証言もあります。 
検察は同乗の女性を起訴することができ

なかったと話しましたが、覚醒剤使用で初

犯のため執行猶予付で釈放され、地方裁判

所の２回目の裁判から傍聴に来ていました。   
裁判所では派手な赤い髪をしているので、

すぐにその人だと分りました。当然向こう

も私が誰だか分るわけで、私を見つけると、

鋭い目線で睨んできました。まるで、あな

たの夫があの場所にいたから自分たちがこ

んな目にあわないといけない、と言わんば

かりでした。その女性はマスコミの人に、

自分だと気付かれると、素早く走り去って

逃げました。とても具合が悪くて入院して

いた人には見えませんでした。更に、犯人

は肝硬変であり、自分は、余命一年だとし

て情状酌量を求めてきました。 
地裁での裁判の結果は、懲役 24 年という

判決でした。私たち遺族としては到底納得

のいかない結果でした。 
私達遺族が望んでいたのは、死刑です。

こういった事件が二度と起こってほしくな

い、自分たちのような悲しい思いは自分達

で終わりにしたい。その為に暴力団が安易

に発砲するような事が繰り返されないため

にも、前例として甘い刑が出てはいけない、

二度と社会に出てくることが無い刑は死刑

しかないから、と検察に死刑を望みました。 
しかし、検察が出した求刑は無期懲役で

した。判例によってそうしたと、説明を受

けました。何も悪くなく、病院という最も

守られるべき安心な場所にいて、たまたま

その部屋に居たと言うだけで殺されたのに、

検察としては死刑という求刑が出せない、

と言うことでした。その結果、判決が懲役

24 年でした。短すぎます。判決後、頭が真

っ白になり、あり得ないという思いで一杯

になりました。 
さらに、判決にいくら遺族が不服を持っ

ても上告するのは私達ではなく検察が決め

ることでした。上告まで１週間近くかかり

ました。反対に、暴力団である犯人は「も

っと軽くなるかも。」と即日上告してきまし



た。もしも、犯人の上告だけで検察の上告

が無ければ、刑期を軽くするだけの裁判が

行われると聞いて、私はその一週間、ほと

んど眠ることができないほど不安でした。

その間、自分に何かできることは無いか、

検察に聞くために何度も検察に足を運び、

資料や証言などを集めて提出したりしての

上告となりました。福岡高裁での裁判時、

私は自分がこの裁判の判決に対して出来る

限りの事をしようと決め、それまで隠して

いた顔を出す取材を受け、訴えてきました。

最終的に求刑通りの無期懲役という刑で幕

を閉じました。 
私は、裁判が始まり、犯人の姿を見るま

では、夫を殺した犯人も、同乗してきた女

性も、きっと無関係の人を殺した事で反省

していると信じていました。到底許すこと

など出来ないから、もし、謝られたらどう

しよう？などと、考えたりしていましたが、

そんな心配など全くする必要がありません

でした。5 年経ったが、今だに彼らの心か

らの謝罪は聴いていません。 
だけど、そんな彼らを見て、表現するの

が難しいのですが、こういう人たちなんだ。

自分たち一般市民とは別の考え方、生き方

をする人達なんだ、だったら色々分って欲

しいとか、キチンとした謝罪を求める事す

ら無駄なことだと気が付きました。姿形は

同じような人ですが、彼らと私達一般人の

考え方は全く違うものだということです。 
 当時の九州での抗争は激しくて、当然私

も、夫も毎日のように、そのニュースは見

ていました。なのに、暴力団が入院してき

ても、部屋を入れ替わっても、それがどれ

だけ危ないことなんだと当時、夫も、私も、

病院も、認識することが出来ませんでした。 

同じ人間として、同じ場所に普通に暮ら

しているから、そんなに危険なものだと分

らなかった。まさか、部屋を入れ替わった

せいで、人違いで夫が撃たれて死ぬなんて、

考えもしていなかったのです。もし、当時、

この危険性に気が付いていれば、ひょっと

してこの事件は起こらないで、夫は今でも

生きていられたかもしれないと思うときが

あります。 
事件当時は、軽い PTSD 状態になってお

りまして、後ろから車が近寄ってきたら、

自分を襲いにきたんじゃないかと思い足が

すくみ、心臓がドキドキして手のひらから

汗が出ました。後ろから駆け足の音が聞こ

えると、怖くて、まるで地面に根が生えた

ように動けなくなりました。電車でも、本

当に失礼な話ですが、どの人を見ても、こ

の人は本当は暴力団かもしれない、と疑心

暗鬼になっていました。 
私は、今住んでいる世の中が、決して平

和ではないんだ、安全でもないんだ、と知

ってしまったから、外を歩くのが怖くてた

まりませんでした。 
きっと当事者でない一般市民の殆どが、

今でもこの危険な現実には気が付いて居な

いと思います。私達一般市民は、暴力団に

無関心で、そして無防備に暮らしているの

です。 
犯人の現状を知らせて貰うように検察と

約束していて、時々報告が来るのですが、

最近までは体調不良で刑務所で労務はして

いないということでした。9 月の報告書で

初めて、紙作業をしているとの報告を貰い

ました。私としては罪を償い始めたことを

知り、やっとか・・という思いを抱いてい

ます。 



◆ 暴対法の整備と現状 
１０月の末に暴対法が施行されました。

この改正の目玉は特定指定暴力団の指定で、

指定を受けた暴力団が、例えば抗争を起こ

したり、関連が認められた事件を起こした

場合に危険区域を設定、事務所の使用を禁

止のうえ、他の地域に新しく事務所を構え

るのも禁止されたり、事務所の差し止めの

訴訟を住民に代わって暴追センターが原告

となることなどが盛り込まれました。 
北九州では暴追の看板を掲げたお店の店

主が、いきなり襲われる事件が頻発してい

ます。ひどい人は顔をオノでやられて、そ

の傷はほお骨が見えるほどだったと聞いて

います。 
女性の顔です。傷はもちろん痛かったで

しょう。精神的な部分でもかなり落ち込ま

れていることと思います。 
法整備が進むのは良いことだと思うけど、

私としては法改正と合わせて、同時に暴力

団と対峙することになる一般市民の保護対

策も具体的に立てて欲しい、と切に願いま

す。 
あれから 5 年が経ちました。まだ幼かっ

た、二人の子供たちは中学生となりました。

私の背を一気に追い越して、大きく頼もし

くなりました。 
子ども達が、無事に、あたりまえに、健

やかに育ってくれていることが一番の心の

支えになっています。 
だんだんと、過去のことになる、夫の事

件のことを“風化している”と、言う人が

居ます。私としては、風化するほど世の中

が平和でありますように、とそう願ってい

ます。 
裁判や、知らない人のするあらぬうわさ

話などを聞くと、心がささくれだって、「で

も、だってどうせ・・・」という気持ちに

なりました。しかし、私達家族の周りには、

実にあったかく、大きな器で受け止めて見

守ってくれてる人が沢山居ました。 
失った命を悲しんでいる私達を受け止め

てくれた人々の多大な、人としての優しさ。

悲しみを共有しているよ、という皆さんの

あふれるほどの想いの強さが、弱かった私

をここまで引き上げてくれました。 
私は今、佐賀県内を中心に中学生や保護

者向けに、命の大切さを語る活動と警察関

連の研修などで、事件の体験を語る活動を

始めました。 
私たちに起こった事件、夫を失ったこと

は、本当に残念で悲しい事でした。ですが

悲しみを、悲しみで終わらせないように、

そして二度と私達のような悲しい家族を生

み出さないためにも私が体験を語ることで、

少しでも皆様方のお役に立てれば幸いと思

っています。 
本日は、私のつたない話を最後まで聴い

てくださり、ありがとうございました。 


